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Ⅰ 調査概要 

 

【調査目的】 

「第２次さぬき市男女共同参画プラン（後期計画）」の策定に当たり、中学生における

学校生活での男女共同参画に関する意識や実態、意見等を調査し、施策を検討する上での

基礎資料とすることを目的として実施した。 

 

【調査対象】 

市内中学校の２年生 

 

【調査方法】 

各学校を通して配付、回収 

 

【調査期間】 

2017 年（平成 29 年）８～９月 

 

【回収結果】 

配布数 ----------- 426 件 

有効回収数 ------- 410 件 

有効回収率 ------- 96.2％ 

 

◆地区別回収状況（上段：構成比％、下段：回答件数）◆ 

標本数 さぬき南中学校 志度中学校 長尾中学校 無回答 

100.0 32.9 38.0 27.6 1.5 

410 135 156 113 6 

※問２回答結果より 
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【報告書の見方について】 

（１）集計は小数点以下第２位を四捨五入している。したがって、回答比率の合計は必ず

しも 100％にならない場合がある。 

（２）２つ以上の回答を可能とした（複数回答）質問の場合、その回答比率の合計は 100％

を超える場合がある。 

（３）数表、図表、文中に示すＮは、比率算出上の基数（標本数）である。全標本数を示

す「全体」を「Ｎ」、「該当数」を「ｎ」で表記している。 

（４）図表中における性別などのクロス集計結果については、該当する属性等の設問に対

する無回答者（例えば、性別でクロス集計する場合における性別の無回答者）を除い

て表記しているため、属性ごとの基数の合計と全体の基数は同じにならない場合があ

る。 

（５）図表中においては見やすさを考慮し、回答割合が極端に少ない数値（例：0.0％、

0.1％など）は、図と干渉して見えにくい場合などに省略している場合がある。また、

複数回答の図表中においては、見やすさを考慮し、回答割合の高い順に並べ替えて表

記している場合がある。 

（６）設問によっては、平成 20 年度及び 24 年度に実施された、同調査との比較を行って

いる（時系列推移）。その際、図表等の表記は平成 20 年度調査を「前々回（H20）」、

平成 24 年度調査を「前回（H24）」と略記している。 

（７）「その他」については、特記すべき事項はなかった。 

（８）この他、個別に参照事項がある場合は、本報告書の該当箇所に適宜記載した。 
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Ⅱ 回答者属性 

 

１ 性別 

回答者の性別構成比は、「男性」が 57.1％、「女性」が 41.7％と男性の割合が高い。 

 

 

男性

57.1%
女性

41.7%

無回答

1.2%

全体(N=410)

 

 

 

 

 

２ 同居家族の構成 

家族構成については、「母親」の割合が 96.8％と最も高く、次いで「父親」（92.0％）、

「きょうだい」（87.6％）が続いている。 

 

 

92.0

96.8

20.7

29.0

87.6

1.7

1.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

父親

母親

祖父

祖母

きょうだい

その他の人

無回答

全体(N=410)

（％）
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３ 親の職業 

父親については、「外で働いている」割合が８割以上（82.4％）と大半を占めている。 

母親については、「外で働いている」割合が約８割（79.3％）を占めており、次いで「家

にいて家事や育児をしている」（16.6％）が続いている。 

 

 

 

82.4

6.1

2.7

2.7

2.7

8.3

0.0 50.0 100.0

外で働いている

家で働いている

農業・林業・漁業をしている

家にいて家事や育児をしている

その他

無回答

全体(N=410)

（％）

 

79.3

4.4

1.2

16.6

2.0

3.7

0.0 50.0 100.0

全体(N=410)

 

 

 

 

【父親】 【母親】 
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Ⅲ 調査結果 

 

【１】男女平等について 

１ 家庭生活に対する考え方 

問５ あなたは、次の①から⑦までの項目について、どのように思いますか。 

（○印１つずつ） 

 

結婚、家庭生活と男女の役割については、「賛成」と「どちらかといえば賛成」を合計

した『賛成意識』の割合が高い順に、「⑦男性は、もっと家事や育児、介護などの家庭生

活に参加するべきである」（87.6％）、「④結婚は個人の自由であるから、結婚してもし

なくてもどちらでもよい」（85.1％）、「⑥結婚しても、必ずしも子どもを持つ必要はな

い」（75.6％）となっている。特に、「④結婚は個人の自由であるから、結婚してもしな

くてもどちらでもよい」の「賛成」割合が過半数を占め高くなっている。 

一方、「どちらかといえば反対」と「反対」を合計した『反対意識』では、「③女性は

男性に従うべきだ」（85.6％）、「⑤夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」（64.6％）、

「②家事や育児は女性の仕事である」（63.0％）などが高くなっている。 

 

 

16.8

6.3

2.9

53.9

6.6

40.7

33.7

40.7

29.3

9.3

31.2

26.8

34.9

53.9

27.1

37.1

33.9

8.5

32.9

16.6

8.0

13.9

25.9

51.7

4.4

31.7

6.1

2.9

1.5

1.5

2.2

2.0

2.0

1.7

1.5

①「男は男らしく、女は女らしく」

という価値観や考え方

②家事や育児は女性の仕事である

③女性は男性に従うべきだ

④結婚は個人の自由であるから、

結婚してもしなくてもどちらでもよい

⑤夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである

⑥結婚しても、必ずしも子どもを持つ必要はない

⑦男性は、もっと家事や育児、介護などの

家庭生活に参加するべきである

賛成 どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対

反対 無回答
全体(N=410) （％）
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平均評定値による属性別傾向をみると、性別では、男性は女性に比べ「①男は男らしく、

女は女らしくという価値観や考え方」で『賛成意識』が高くなっている。一方、女性は「⑥

結婚しても、必ずしも子どもを持つ必要はない」などで『賛成意識』が高く、「②家事や

育児は女性の仕事である」「③女性は男性に従うべきだ」「⑤夫は外で働き、妻は家庭を

守るべきである」などで反対意識が高い。 

家族状況別にみると、ひとり親家庭では「①男は男らしく、女は女らしくという価値観

や考え方」の『反対意識』が高く、また、祖父母がいる家庭では、「④結婚は個人の自由

であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい」「⑥結婚しても、必ずしも子どもを

持つ必要はない」などの『賛成意識』が他の層に比べ低くなっている。 

 

◆平均評定値による属性別傾向◆ 
 

平均評定値とは、「反対」に－２点、「どちらかといえば反対」に－１点、「どちらかといえば賛成」に＋１点、「賛成」に＋２点の係数を、それ

ぞれの回答件数に乗じ、加重平均して算出した値で、－２に近いほど反対、＋２に近いほど賛成を示す指標である。 

 

0.20 

0.37 

-0.04 

0.27 

0.19 

-0.29 

0.34 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

①「男は男らしく、女は女らしく」

という価値観や考え方

反対←－－－－－→賛成

全体(N=410)

男性(n=234)

女性(n=171)

祖父母がいる家庭(n=124)

きょうだいがいる家庭(n=359)

ひとり親家庭(n=35)

共働き家庭(n=313)

性
別

家
族
状
況
別

 

-0.48 

-0.32 

-0.69 

-0.32 

-0.46 

-0.46 

-0.40 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

②家事や育児は

女性の仕事である

反対←－－－－－→賛成

 

-1.25 

-1.13 

-1.41 

-1.15 

-1.25 

-1.40 

-1.22 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

③女性は男性に

従うべきだ

反対←－－－－－→賛成

 

 

1.24 

1.21 

1.28 

1.07 

1.24 

1.29 

1.28 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

④結婚は個人の自由であるから、

結婚してもしなくてもどちらでもよい

反対←－－－－－→賛成

全体(N=410)

男性(n=234)

女性(n=171)

祖父母がいる家庭(n=124)

きょうだいがいる家庭(n=359)

ひとり親家庭(n=35)

共働き家庭(n=313)

性
別

家
族
状
況
別

 

-0.57 

-0.45 

-0.74 

-0.48 

-0.57 

-0.60 

-0.59 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

⑤夫は外で働き、妻は

家庭を守るべきである

反対←－－－－－→賛成

 

0.89 

0.75 

1.08 

0.69 

0.92 

0.89 

0.88 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

⑥結婚しても、必ずしも

子どもを持つ必要はない

反対←－－－－－→賛成

  

※「家族状況別」クロス集計については、以下の集計による（以下同様） 

【祖父母がいる家庭】「同居家族の構成（問３）」において「祖父」又は「祖母」と回答した人 

【きょうだいがいる家庭】「同居家族の構成（問３）」において「きょうだい」と回答した人 

【ひとり親家庭】「同居家族の構成（問３）」において「父親」又は「母親」のいずれかしか回答していない人 

【共働き家庭】「親の職業（問４）」において、父親が外や家、農業等で働いている人かつ母親も外や家、農業等で働いている人 
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1.09 

1.08 

1.10 

1.07 

1.10 

1.11 

1.12 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

⑦男性は、もっと家事や育児、介護などの

家庭生活に参加するべきである

反対←－－－－－→賛成

全体(N=410)

男性(n=234)

女性(n=171)

祖父母がいる家庭(n=124)

きょうだいがいる家庭(n=359)

ひとり親家庭(n=35)

共働き家庭(n=313)

性
別

家
族
状
況
別

 

 

 

 

 

【参考／時系列推移】 

 

6.4

11.9

6.3

14.6

22.0

6.6

24.8

29.4

29.3

29.2

35.2

26.8

36.3

26.9

32.5

23.5

17.0

19.3

37.1

13.7

10.5

32.9

13.3

12.1

25.9

8.0

8.3

31.7

2.2

0.4

1.5

2.0

0.4

2.0

前々回（H20）全体(N=452)

前回（H24）全体(N=446)

今回（H29）全体(N=410)

前々回（H20）全体(N=452)

前回（H24）全体(N=446)

今回（H29）全体(N=410)

賛成 どちらかと

いえば賛成

どちらとも

いえない

どちらかと

いえば反対

反対 無回答

②家事や育児は女性の仕事である

⑤夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである

 

注：「どちらともいえない」は、今回の選択肢にはない

（％） 
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２ 男女の平等意識 

問６ あなたは、次の分野で、男女は平等になっていると思いますか。①から⑦までの項

目についてお答えください。（○印１つずつ） 

 

男女の地位の平等意識については、『男性優遇』（「男性の方が非常に優遇されている」

「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計）の割合が高い順に、「⑦社会全

体」（33.4％）、「④政治の場」（31.7％）、「⑥しきたりや慣習」（20.0％）、「⑤法

律や制度の上」（18.3％）となっている。一方、『女性優遇』（「女性の方が非常に優遇

されている」「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計）の割合については、

「①家庭生活」（17.8％）、「②学校生活（授業・部活など）」（14.4％）で、それぞれ

『男性優遇』の割合を上回っている。 

また、「平等になっている」割合が高い分野としては、「③地域活動」（60.7％）、「②

学校生活（授業・部活など）」（56.6％）、「①家庭生活」（47.3％）があげられる。 

 

 

 

2.2

2.2

1.0

8.0

4.4

4.4

6.8

13.2

8.0

3.9

23.7

13.9

15.6

26.6

47.3

56.6

60.7

25.6

36.1

31.7

31.5

12.9

9.8

4.4

1.7

6.6

7.3

6.1

4.9

4.6

2.0

1.5

2.4

0.7

2.0

19.5

18.8

28.1

39.5

36.6

40.2

27.1

①家庭生活

②学校生活（授業・部活など）

③地域活動

④政治の場

⑤法律や制度の上

⑥しきたりや慣習

⑦社会全体

男性の方が

非常に優遇
されている

どちらかと

いえば男性
の方が優遇

されている

平等に

なって
いる

どちらかと

いえば女性
の方が優遇

されている

女性の方が

非常に優遇
されている

わから

ない・
無回答

全体(N=410) （％）
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平均評定値による属性別傾向をみると、性別では、女性は男性に比べ「⑤法律や制度の

上」などで『男性優遇』意識が高くなっている。 

家族状況別にみると、ひとり親家庭では「③地域活動」で『女性優遇』意識が高く、「⑥

しきたりや慣習」で『男性優遇』意識が低くなっている。 

 

◆平均評定値による属性別傾向◆ 
 

平均評定値とは、「男性の方が非常に優遇されている」に－２点、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」に－１点、「平等」に０

点、「どちらかといえば女性の方が優遇されている」に＋１点、「女性の方が非常に優遇されている」に＋２点の係数を、それぞれの回答件

数に乗じ、加重平均して算出した値で、－２に近いほど男性優遇、＋２に近いほど女性優遇、０に近いほど平等を示す指標である。また、

この数値はあくまでも「統計上の指標」であり、マイナス、プラスによって男女の優劣を判定するものではない。 

0.06 

0.04 

0.09 

0.19 

0.08 

0.12 

0.03 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

①家庭生活

男性優遇←平等→女性優遇

全体(N=410)

男性(n=234)

女性(n=171)

祖父母がいる家庭(n=124)

きょうだいがいる家庭(n=359)

ひとり親家庭(n=35)

共働き家庭(n=313)

性
別

家
族
状
況
別

 

0.08 

0.09 

0.07 

0.00 

0.09 

0.00 

0.07 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

②学校生活（授業・部活など）

男性優遇←平等→女性優遇

 

0.03 

0.05 

0.02 

0.03 

0.04 

0.13 

0.01 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

③地域活動

男性優遇←平等→女性優遇

 

-0.58 

-0.54 

-0.64 

-0.65 

-0.57 

-0.52 

-0.57 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

④政治の場

男性優遇←平等→女性優遇

全体(N=410)

男性(n=234)

女性(n=171)

祖父母がいる家庭(n=124)

きょうだいがいる家庭(n=359)

ひとり親家庭(n=35)

共働き家庭(n=313)

性
別

家
族
状
況
別

 

-0.18 

-0.13 

-0.25 

-0.22 

-0.18 

-0.15 

-0.19 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

⑤法律や制度の上

男性優遇←平等→女性優遇

 

-0.26 

-0.22 

-0.32 

-0.27 

-0.27 

-0.12 

-0.28 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

⑥しきたりや慣習

男性優遇←平等→女性優遇

 

-0.41 

-0.43 

-0.40 

-0.49 

-0.41 

-0.54 

-0.40 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

⑦社会全体

男性優遇←平等→女性優遇

全体(N=410)

男性(n=234)

女性(n=171)

祖父母がいる家庭(n=124)

きょうだいがいる家庭(n=359)

ひとり親家庭(n=35)

共働き家庭(n=313)

性
別

家
族
状
況
別
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【参考／時系列推移】※前回、前々回に調査を実施している項目のみ掲載（以下同様） 

 

 

6.6

4.5

15.4

5.8

2.7

10.2

4.0

3.1

4.9

69.7

71.7

47.3

64.2

68.4

56.6

52.2

55.4

60.7

2.7

3.4

17.8

5.1

7.4

14.4

2.9

2.9

6.4

21.0

20.4

19.5

25.0

21.5

18.8

40.9

38.6

28.1

前々回（H20）全体(N=452)

前回（H24）全体(N=446)

今回（H29）全体(N=410)

前々回（H20）全体(N=452)

前回（H24）全体(N=446)

今回（H29）全体(N=410)

前々回（H20）全体(N=452)

前回（H24）全体(N=446)

今回（H29）全体(N=410)

男性優遇 平等 女性優遇 わからない・

無回答①家庭生活

②学校生活（授業・部活など）

③地域活動

 
注：「②学校生活（授業・部活など）」の前回、前々回調査結果は、「イ－１．学校生活全般」の結果を表記 

 

 

 

（％） 
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３ 家庭生活の役割分担 

問７ あなたの家庭では、次の①から⑦までの項目を、誰が行っていますか。最もよく行っ

ている人をお答えください。（○印１つずつ） 

 

家庭生活の役割分担については、「母親」の割合が高い順に、「②食事のしたく」（72.9％）、

「①家の掃除」（65.4％）、「③食事のあとかたづけ・食器洗い」（62.0％）、「⑦学校

行事への参加（授業参観、ＰＴＡ等）」（60.0％）となっている。一方、「④ゴミ出し」

については「父親」が高い割合を占めている。また、「両親」の割合が高い順に、「⑤子

どもの世話」（36.3％）、「⑥祖父母などお年寄りの世話」（22.9％）、「⑦学校行事へ

の参加（授業参観、ＰＴＡ等）」（22.4％）となっている。 

 

 

5.4

2.2

4.9

29.0

3.7

4.6

5.9

65.4

72.9

62.0

31.2

40.7

17.8

60.0

12.2

8.0

8.5

11.2

36.3

22.9

22.4

2.7

1.5

8.5

12.2

3.2

4.9

1.5

0.2

0.5

1.2

5.6

0.5

1.7

0.2

10.0

11.7

12.0

7.8

5.4

3.7

1.7

1.5

0.7

0.5

0.7

0.2

3.4

0.5

0.2

0.2

0.2

0.2

6.8

38.3

5.6

2.4

2.2

2.2

2.0

3.2

2.7

2.2

①家の掃除

②食事のしたく

③食事のあとかたづけ・

食器洗い

④ゴミ出し

⑤子どもの世話

⑥祖父母などお年寄りの世話

⑦学校行事への参加

（授業参観、ＰＴＡ等）

父親 母親 両親 自分 男の

家族
（※１）

女の

家族
（※２）

その他

の人

誰も

しない
（※３）

無回答

全体(N=410)（％）

 

※１：男の家族（兄弟や祖父など） 

※２：女の家族（姉妹や祖母など） 

※３：誰もしない（する必要がない）
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４ 家事を手伝う頻度 

問８ あなたは、次の①から⑧までの項目について、家の中でお手伝いをどれくらいしま

すか。（○印１つずつ） 

 

家事を手伝う頻度については、『している』（「よくしている」「時々している」の合

計）の割合が高い順に、「④そうじ」（79.3％）、「②食事のあとかたづけ・食器洗い」

（71.7％）、「①食事のしたく」（69.0％）となっている。特に、「⑥ペットや植物の世

話」で「よくしている」が約３割（28.3％）を占め高くなっている。一方、「していない」

の割合が高い項目として、「⑤ごみ出し」（52.2％）、「③洗濯」（46.6％）があげられ

る。 

 

12.9

17.1

10.5

17.6

14.4

28.3

16.3

7.1

56.1

54.6

37.3

61.7

25.6

26.3

20.5

21.7

26.1

23.9

46.6

17.8

52.2

18.0

22.4

26.1

3.7

3.4

4.4

2.0

6.6

26.1

39.0

43.4

1.2

1.0

1.2

1.0

1.2

1.2

1.7

1.7

①食事のしたく

②食事のあとかたづけ・

食器洗い

③洗濯

④そうじ

⑤ごみ出し

⑥ペットや植物の世話

⑦きょうだいの世話

⑧家の仕事の手伝い

（農作業など）

よく

している

時々

している

していない しない（する

必要がない）

無回答
全体(N=410) （％）
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『している（合計）』を属性別にみると、性別では、女性は「①食事のしたく」「②食

事のあとかたづけ・食器洗い」などで男性を上回っており、男性は「⑤ごみ出し」で女性

を大きく上回っている。 

家族状況別にみると、ひとり親家庭で「②食事のあとかたづけ・食器洗い」「③洗濯」

などの『している（合計）』割合が高くなっており、「⑥ペットや植物の世話」の割合が

低くなっている。 

全体(N=410)

男性(n=234)

女性(n=171)

祖父母がいる家庭(n=124)

きょうだいがいる家庭(n=359)

ひとり親家庭(n=35)

共働き家庭(n=313)

性
別

家
族
状
況
別

12.9

11.5

15.2

14.5

12.0

22.9

11.8

56.1

47.4

67.3

57.3

56.8

45.7

56.2

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

よくしている

時々している

①食事のしたく

 

17.1

14.1

21.1

20.2

16.4

34.3

15.7

54.6

49.1

61.4

54.8

55.4

51.4

54.3

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

②食事のあとかたづけ

・食器洗い

 

10.5

9.4

11.7

10.5

9.7

17.1

10.9

37.3

34.2

40.9

36.3

37.6

40.0

36.1

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

③洗濯

 

17.6

17.5

17.5

14.5

17.5

20.0

17.9

61.7

58.5

66.1

64.5

62.1

65.7

60.4

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

よくしている

時々している

④そうじ

全体(N=410)

男性(n=234)

女性(n=171)

祖父母がいる家庭(n=124)

きょうだいがいる家庭(n=359)

ひとり親家庭(n=35)

共働き家庭(n=313)

性
別

家
族
状
況
別

 

14.4

19.2

7.6

10.5

13.6

22.9

12.8

25.6

29.1

21.6

25.0

26.5

20.0

25.6

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

⑤ごみ出し

 

28.3

26.9

30.4

29.8

29.2

17.1

29.1

26.3

27.4

24.6

28.2

26.7

22.9

25.9

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

⑥ペットや植物の世話

 

16.3

11.5

22.2

15.3

17.8

14.3

16.6

20.5

20.5

20.5

22.6

22.6

25.7

20.8

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

よくしている

時々している

⑦きょうだいの世話

全体(N=410)

男性(n=234)

女性(n=171)

祖父母がいる家庭(n=124)

きょうだいがいる家庭(n=359)

ひとり親家庭(n=35)

共働き家庭(n=313)

性
別

家
族
状
況
別

 

7.1

8.5

4.7

8.9

6.4

11.4

6.1

21.7

20.1

23.4

25.8

21.2

17.1

23.6

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

⑧家の仕事の手伝い

（農作業など）

 

 

（％） 

（％） 

（％） 
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５ 性別を意識した周囲からの発言 

問９ あなたは、まわりの人から「男だから○○しなさい」や「女だから○○しなさい」

と言われたことがありますか。（○印１つ） 

 

性別を意識した周囲からの発言については、「よく言われる」が 12.0％、「ときどき言わ

れる」が 30.7％で、合計４割以上（42.7％）が『言われる』と回答している。一方、約２

割（18.3％）は「言われたことはない」と回答しており、「あまり言われない」は 37.1％

であった。 

性別では、女性は『言われる（合計）』が男性を大きく上回っている。 

家族状況別にみると、ひとり親家庭では「よく言われる」割合が高くなっている。 

 

 

 

12.0

8.5

17.0

9.7

12.5

20.0

11.2

30.7

23.5

39.8

34.7

30.1

31.4

31.6

37.1

43.6

28.7

33.1

38.2

31.4

34.8

18.3

21.4

14.0

17.7

17.8

14.3

20.4

2.0

3.0

0.6

4.8

1.4

2.9

1.9

全体(N=410)

【性別】

男性(n=234)

女性(n=171)

【家族状況別】

祖父母がいる家庭(n=124)

きょうだいがいる家庭(n=359)

ひとり親家庭(n=35)

共働き家庭(n=313)

よく

言われる

ときどき

言われる

あまり

言われない

言われた

ことはない

無回答

 

 

（％） 
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６ 性別を意識した発言の内容 

【問９で「１」「２」と答えた方におたずねします】 

問 10 どのようなことについて言われたことがありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

性別を意識した発言の内容については、「ことばづかい」の割合が 49.7％と最も高く、

次いで「服装や身だしなみ」（42.3％）、「整理整とん」（40.0％）、「お手伝い」（37.1％）、

「座り方」（26.9％）の順となっている。 

性別では、男性は女性に比べ「スポーツ」「勉強」「泣いた時」の割合が高く、女性は「こ

とばづかい」「服装や身だしなみ」「整理整とん」「お手伝い」「座り方」「食事のしかた」「歩

き方」など男性を大きく上回る項目が多岐にわたる。 

 

49.7

42.3

40.0

37.1

26.9

20.0

18.9

17.7

14.3

13.1

12.6

12.0

10.3

3.4

5.1

2.9

0.0 20.0 40.0 60.0

ことばづかい

服装や身だしなみ

整理整とん

お手伝い

座り方

スポーツ

食事のしかた

勉強

泣いた時

歩き方

お金の使い方

家に帰る時刻

友達関係

テレビ番組

その他

無回答

全体(n=175)

（％）

 

21.3

26.7

22.7

16.0

4.0

38.7

6.7

25.3

32.0

2.7

6.7

5.3

10.7

2.7

6.7

6.7

72.2

54.6

54.6

53.6

45.4

6.2

28.9

12.4

1.0

21.6

17.5

17.5

10.3

4.1

3.1

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

い

勉強

時

方

方

時刻

友達関係

他

無回答

男性(n=75)

女性(n=97)
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家族状況別にみると、ひとり親家庭では「ことばづかい」「歩き方」「テレビ番組」など、

きょうだいがいる家庭や共働き家庭では「勉強」の割合が、それぞれ他の層を上回ってい

る。 

（単位：％） 

こ
と
ば
づ
か
い

服
装
や
身
だ
し
な
み

整
理
整
と
ん

お
手
伝
い

座
り
方

ス
ポ
ー
ツ

食
事
の
し
か
た

勉
強

全体(n=175) 49.7 42.3 40.0 37.1 26.9 20.0 18.9 17.7

【家族状況別】

祖父母がいる家庭(n=55) 56.4 38.2 43.6 34.5 29.1 18.2 16.4 9.1

きょうだいがいる家庭(n=153) 52.9 42.5 41.2 39.2 28.1 21.6 18.3 19.6

ひとり親家庭(n=18) 61.1 33.3 44.4 27.8 27.8 16.7 22.2 5.6

共働き家庭(n=134) 47.8 42.5 41.8 39.6 28.4 21.6 20.1 18.7  

泣
い
た
時

歩
き
方

お
金
の
使
い
方

家
に
帰
る
時
刻

友
達
関
係

テ
レ
ビ
番
組

そ
の
他

全体(n=175) 14.3 13.1 12.6 12.0 10.3 3.4 5.1

【家族状況別】

祖父母がいる家庭(n=55) 16.4 16.4 14.5 10.9 5.5 3.6 1.8

きょうだいがいる家庭(n=153) 15.0 13.7 13.7 13.7 10.5 3.9 5.2

ひとり親家庭(n=18) 0.0 27.8 16.7 16.7 11.1 11.1 11.1

共働き家庭(n=134) 16.4 11.2 11.9 12.7 10.4 3.0 3.7  
 注：表中の「網掛け」は、各クロス集計（中学校別など）において最も高い割合を示している。 

 （例／中学校別の場合、最も割合が高い中学校に網掛け。） 

但し、回答割合が 10％未満の項目、ｎ数が 10 未満の項目及び「その他」については網掛けしていない。 

また「無回答」は表記から省略している。（本報告書においては、以下同様） 
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【２】将来について 

１ 希望する進学先 

問 11 あなたの希望する進学は次のうちどれですか。（○印１つ） 

 

希望する進学先については、全体では「高校まで」の割合が 29.0％と最も高く、次いで

「専門学校・各種学校まで」（22.7％）、「理系大学（４年制）まで」（14.1％）、「文系大学

（４年制）まで」（11.0％）、「短期大学まで」（10.7％）の順となっている。大学は合計で

31.0％、短期大学まで含めると 41.7％となっている。 

性別では、男性は女性に比べ「高校まで」「理系大学（４年制）まで」の割合が高く、

女性は「専門学校・各種学校まで」が男性を大きく上回っている。 

 

 

0.5

29.0

22.7

10.7

11.0

14.1

5.9

2.0

4.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

中学校まで

高校まで

専門学校・各種学校まで

短期大学まで

文系大学（４年制）まで

理系大学（４年制）まで

大学院（６年制大学含む）まで

その他

無回答

全体(N=410)

（％）

 

0.9

30.8

16.2

9.4

12.4

16.7

6.8

1.3

5.6

0.0

25.7

32.2

12.9

9.4

10.5

4.7

2.3

2.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

まで

男性(n=234)

女性(n=171)
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家族状況別にみると、ひとり親家庭では「専門学校・各種学校まで」の割合がやや高く

なっている。 

 

（単位：％） 

中
学
校
ま
で

高
校
ま
で

専
門
学
校
・
各
種
学
校

ま
で

短
期
大
学
ま
で

文
系
大
学
（
４
年
制
）

ま
で

理
系
大
学
（
４
年
制
）

ま
で

大
学
院
（
６
年
制
大
学

含
む
）
ま
で

そ
の
他

全体(N=410) 0.5 29.0 22.7 10.7 11.0 14.1 5.9 2.0

【家族状況別】

祖父母がいる家庭(n=124) 1.6 26.6 21.0 11.3 10.5 15.3 5.6 2.4

きょうだいがいる家庭(n=359) 0.3 28.1 22.3 12.0 11.4 14.2 6.1 1.7

ひとり親家庭(n=35) 0.0 28.6 28.6 11.4 0.0 14.3 8.6 5.7

共働き家庭(n=313) 0.3 29.1 23.3 9.9 12.5 14.1 4.8 1.6
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２ 望ましい女性の働き方 

問 12 あなたは、どのような女性の働き方が望ましいと思いますか。（○印１つ） 

 

望ましい女性の働き方については、全体では「子どもが産まれたら、育児のために仕事

をやめ、子どもが大きくなったら再び仕事をする」の割合が 48.8％と突出して最も高く、

次いで「子どもが産まれても、育児をしながら、ずっと仕事を続ける」（21.7％）が続い

ている。また、約２割（21.5％）は「わからない」と回答している。 

性別では、男性は女性に比べ「わからない」の割合が高く、女性は「子どもが産まれて

も、育児をしながら、ずっと仕事を続ける」が男性を大きく上回っている。 

 

 

48.8

21.7

3.9

2.0

0.7

21.5

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0

子どもが産まれたら、育児のために仕事をやめ、

子どもが大きくなったら再び仕事をする

子どもが産まれても、育児をしながら、

ずっと仕事を続ける

子どもが産まれたら、育児のために仕事をやめる

結婚するまでは仕事をする

女性は仕事をしないほうがよい

わからない

無回答

全体(N=410)

（％）

49.1

14.5

3.4

1.7

0.9

28.6

1.7

48.0

32.2

4.7

2.3

0.0

11.7

1.2

0.0 20.0 40.0 60.0

男性(n=234)

女性(n=171)
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家族状況別にみると、ひとり親家庭では「子どもが産まれたら、育児のために仕事をや

め、子どもが大きくなったら再び仕事をする」の割合が高くなっている。 

 

（単位：％） 

子
ど
も
が
産
ま
れ
た
ら
、
育
児
の
た

め
に
仕
事
を
や
め
、
子
ど
も
が
大
き

く
な
っ
た
ら
再
び
仕
事
を
す
る

子
ど
も
が
産
ま
れ
て
も
、
育
児
を
し

な
が
ら
、
ず
っ
と
仕
事
を
続
け
る

子
ど
も
が
産
ま
れ
た
ら
、
育
児
の
た

め
に
仕
事
を
や
め
る

結
婚
す
る
ま
で
は
仕
事
を
す
る

女
性
は
仕
事
を
し
な
い
ほ
う
が
よ
い

わ
か
ら
な
い

全体(N=410) 48.8 21.7 3.9 2.0 0.7 21.5

【家族状況別】

祖父母がいる家庭(n=124) 45.2 26.6 5.6 0.0 0.8 19.4

きょうだいがいる家庭(n=359) 47.6 22.3 4.2 1.9 0.6 22.6

ひとり親家庭(n=35) 54.3 25.7 2.9 0.0 0.0 14.3

共働き家庭(n=313) 48.9 23.3 2.9 2.2 0.3 21.1
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３ 悩みの相談先 

問 13 あなたが、困っているときに悩みを相談できる人は誰ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

悩みの相談先については、「友達」の割合が 68.5％と最も高く、次いで「父親・母親」

（59.5％）、「担任の先生」（28.0％）、「きょうだいなどの家族」（23.9％）、「祖父母」（20.2％）

の順となっている。 

性別では、男性は女性に比べ「部活動・クラブの先生」「いない」などの割合がやや高

く、女性は「友達」「きょうだいなどの家族」「先輩・後輩」「保健室やカウンセラーの先

生」などが男性を大きく上回っている。 

 

68.5

59.5

28.0

23.9

20.2

14.6

10.7

9.3

6.1

1.5

1.7

4.9

6.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

友達

父親・母親

担任の先生

きょうだいなどの家族

祖父母

先輩・後輩

部活動・クラブの先生

保健室やカウンセラーの先生

その他の先生

近所の人、地域の知り合い

その他

いない

無回答

全体(N=410)

（％）

 

63.7

59.8

29.1

18.8

20.5

11.1

12.0

3.0

4.3

2.6

1.3

6.0

7.7

76.0

59.6

26.3

30.4

19.9

19.3

8.8

18.1

8.2

0.0

2.3

2.9

3.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

男性(n=234)

女性(n=171)
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家族状況別にみると、祖父母がいる家庭では「きょうだいなどの家族」、ひとり親家庭

では「祖父母」「部活動・クラブの先生」の割合がそれぞれ高くなっている。 

 

（単位：％） 

友
達

父
親
・
母
親

担
任
の
先
生

き
ょ
う
だ
い
な
ど
の

家
族

祖
父
母

先
輩
・
後
輩

部
活
動
・
ク
ラ
ブ
の

先
生

保
健
室
や
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
先
生

全体(N=410) 68.5 59.5 28.0 23.9 20.2 14.6 10.7 9.3

【家族状況別】

祖父母がいる家庭(n=124) 72.6 62.1 30.6 31.5 26.6 15.3 12.9 11.3

きょうだいがいる家庭(n=359) 68.8 60.2 26.5 26.5 20.1 15.0 10.3 9.5

ひとり親家庭(n=35) 57.1 48.6 25.7 20.0 31.4 14.3 17.1 8.6

共働き家庭(n=313) 71.2 62.0 27.8 25.2 19.5 15.3 9.9 9.9  
 

そ
の
他
の
先
生

近
所
の
人
、
地
域
の

知
り
合
い

そ
の
他

い
な
い

全体(N=410) 6.1 1.5 1.7 4.9

【家族状況別】

祖父母がいる家庭(n=124) 8.1 0.8 1.6 4.0

きょうだいがいる家庭(n=359) 4.7 1.4 1.9 4.7

ひとり親家庭(n=35) 5.7 2.9 2.9 5.7

共働き家庭(n=313) 6.1 1.3 1.0 4.5  
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【３】男女間の暴力について 

１ ハラスメントの経験 

問 14 あなたは、異性から、次の①から⑦までの項目について、したり、されたり、自

分のまわりで見聞きしたりしたことがありますか。 

（それぞれあてはまるものすべてに○） 

 

異性との関係については、「されたかもしれない」の割合が高い順に「⑦たたく、ける、

物を投げる」（7.3％）、「③誰とどこにいたのか、しつこく聞く」（6.1％）、「①メー

ルやＬＩＮＥなどの返信が遅いと怒る」（4.6％）、「②メールやＬＩＮＥなどの中身を

勝手に見たり、消したりする」（4.1％）となっている。一方、「したかもしれない」の

割合が高い項目として「⑦たたく、ける、物を投げる」（7.1％）があげられる。また、

「見聞きしたことがある」では、「①メールやＬＩＮＥなどの返信が遅いと怒る」（15.1％）、

「②メールやＬＩＮＥなどの中身を勝手に見たり、消したりする」（10.2％）、「③誰と

どこにいたのか、しつこく聞く」（10.0％）などの割合が高くなっている。 

 

 

1.7

2.7

2.0

0.5

0.2

1.2

7.1

4.6

4.1

6.1

2.0

2.0

7.3

15.1

10.2

10.0

7.8

3.9

6.3

9.3

73.9

78.8

76.3

84.1

89.8

85.4

74.4

6.1

6.1

6.3

6.1

6.1

6.1

6.1

①メールやＬＩＮＥなどの返信が遅いと怒る

②メールやＬＩＮＥなどの中身を

勝手に見たり、消したりする

③誰とどこにいたのか、しつこく聞く

④友人とのつきあいを制限する

⑤デートの費用やお金を無理やり出させる

⑥嫌がっているのに、性的な

行為をしようとする

⑦たたく、ける、物を投げる

したかも

しれない

されたかも

しれない

見聞きした

ことがある

ない 無回答

全体(N=410)（％）
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①メールやＬＩＮＥなどの返信が遅いと怒る 

 

メールやＬＩＮＥなどの返信が遅いと怒ることについては、全体の７割以上（73.9％）

が「ない」と回答しているが、「したかもしれない」は 1.7％、「されたかもしれない」

は 4.6％となっている。また、「見聞きしたことがある」は 15.1％であった。 

性別では、男性は女性に比べ「ない」がやや高く、女性は「されたかもしれない」「見

聞きしたことがある」の割合が男性を上回っている。 

1.7

4.6

15.1

73.9

6.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

したかもしれない

されたかもしれない

見聞きしたことがある

ない

無回答

全体(N=410)

（％）

1.3

2.1

12.8

75.6

8.1

2.3

8.2

18.7

71.3

2.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

したかもしれない
男性(n=234)

女性(n=171)

 

 

②メールやＬＩＮＥなどの中身を勝手に見たり、消したりする 

 

メールやＬＩＮＥなどの中身を勝手に見たり、消したりすることについては、全体の約

８割（78.8％）が「ない」と回答しているが、「したかもしれない」は 2.7％、「された

かもしれない」は 4.1％となっている。また、「見聞きしたことがある」は 10.2％であっ

た。 

性別では、女性は「されたかもしれない」の割合が男性を上回っている。 

 

2.7

4.1

10.2

78.8

6.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

したかもしれない

されたかもしれない

見聞きしたことがある

ない

無回答

全体(N=410)

（％）

3.4

2.1

9.4

77.8

8.1

1.8

7.0

11.1

80.7

2.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0100.0

したかもしれない

きしたことがある

男性(n=234)

女性(n=171)
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③誰とどこにいたのか、しつこく聞く 

 

誰とどこにいたのか、しつこく聞くことについては、全体の７割以上（76.3％）が「な

い」と回答しているが、「したかもしれない」は 2.0％、「されたかもしれない」は 6.1％

となっている。また、「見聞きしたことがある」は 10.0％であった。 

性別では、女性は「されたかもしれない」の割合が男性を上回っている。 

 

2.0

6.1

10.0

76.3

6.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

したかもしれない

されたかもしれない

見聞きしたことがある

ない

無回答

全体(N=410)

（％）

2.1

3.8

10.3

75.2

8.5

1.8

9.4

9.4

78.4

2.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

男性(n=234)

女性(n=171)

 

 

 

④友人とのつきあいを制限する 

 

友人とのつきあいを制限することについては、全体の８割以上（84.1％）が「ない」と

回答しているが、「したかもしれない」は 0.5％、「されたかもしれない」は 2.0％となっ

ている。また、「見聞きしたことがある」は 7.8％であった。 

性別では、女性は「されたかもしれない」「見聞きしたことがある」の割合が男性をや

や上回っている。 

 

0.5

2.0

7.8

84.1

6.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

したかもしれない

されたかもしれない

見聞きしたことがある

ない

無回答

全体(N=410)

（％）

 

0.4

0.9

6.0

84.6

8.1

0.6

2.9

10.5

84.2

2.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0100.0

男性(n=234)

女性(n=171)
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⑤デートの費用やお金を無理やり出させる 

 

デートの費用やお金を無理やり出させることについては、全体の約９割（89.8％）が「な

い」と回答しているが、「したかもしれない」は 0.2％となっている。また、「見聞きし

たことがある」は 3.9％であった。 

性別では、大きな差はみられない。 

0.2

0.0

3.9

89.8

6.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

したかもしれない

されたかもしれない

見聞きしたことがある

ない

無回答

全体(N=410)

（％）

 

0.0

0.0

3.4

88.5

8.1

0.6

0.0

4.7

91.8

2.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0100.0

男性(n=234)

女性(n=171)

 

 

⑥嫌がっているのに、性的な行為をしようとする 

 

嫌がっているのに、性的な行為をしようとすることについては、全体の８割以上

（85.4％）が「ない」と回答しているが、「したかもしれない」は 1.2％、「されたかも

しれない」は 2.0％となっている。また、「見聞きしたことがある」は 6.3％であった。 

性別では、女性は「見聞きしたことがある」「ない」の割合が男性をやや上回っている。 

 

1.2

2.0

6.3

85.4

6.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

したかもしれない

されたかもしれない

見聞きしたことがある

ない

無回答

全体(N=410)

（％）

 

1.3

2.1

5.1

84.2

8.1

1.2

1.8

7.6

87.7

2.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0100.0

したかもしれない

きしたことがある

男性(n=234)

女性(n=171)

 

 

  



27 

 

⑦たたく、ける、物を投げる 

 

たたく、ける、物を投げることについては、全体の７割以上（74.4％）が「ない」と回

答しているが、「したかもしれない」は 7.1％、「されたかもしれない」は 7.3％となっ

ている。また、「見聞きしたことがある」は 9.3％であった。 

性別では、女性は「したかもしれない」の割合が男性を上回っている。 

 

7.1

7.3

9.3

74.4

6.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

したかもしれない

されたかもしれない

見聞きしたことがある

ない

無回答

全体(N=410)

（％）

 

4.3

6.4

9.8

73.9

8.1

11.1

8.2

8.8

75.4

2.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

したかもしれない

きしたことがある

男性(n=234)

女性(n=171)
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【４】男女共同参画社会の形成について 

１ 用語の認知度 

問 15 あなたは、次の言葉の意味を知っていますか。（○印１つずつ） 

 

男女共同参画に関する施策などの認知度については、「内容まで知っている」と「見聞

きしたことがある」を合計した『認知率』の割合が高い順に、「④ドメスティック・バイ

オレンス（ＤＶ）」（63.4％）、「①男女共同参画社会」（46.6％）、「⑥ＬＧＢＴ」（42.5％）、

「⑤デートＤＶ」（36.8％）となっている。特に、「④ドメスティック・バイオレンス（Ｄ

Ｖ）」で「内容まで知っている」が約３割（31.7％）を占め高くなっている。一方、「知

らなかった」の割合については、「②ジェンダー」（80.2％）、「③ワーク・ライフ・バ

ランス（仕事と生活の調和）」（72.9％）が高くなっている。 

 

 

7.6

4.4

2.7

31.7

12.2

17.1

39.0

9.3

18.3

31.7

24.6

25.4

47.6

80.2

72.9

30.5

56.8

55.6

5.9

6.1

6.1

6.1

6.3

2.0

①男女共同参画社会

②ジェンダー

③ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）

④ドメスティック・バイオレンス

（ＤＶ）

⑤デートＤＶ

⑥ＬＧＢＴ

内容まで

知っている

見聞きした

ことがある

知らなかった 無回答

全体(N=410) （％）
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『認知率（合計）』を属性別にみると、性別では、女性は「①男女共同参画社会」「④

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）」「⑤デートＤＶ」などの割合が男性を上回って

おり、男性は「⑥ＬＧＢＴ」の割合が女性を上回っている。 

家族状況別にみると、ひとり親家庭で、特に「⑤デートＤＶ」の『認知率（合計）』が

高くなっている。 

 

全体(N=410)

男性(n=234)

女性(n=171)

祖父母がいる家庭(n=124)

きょうだいがいる家庭(n=359)

ひとり親家庭(n=35)

共働き家庭(n=313)

性
別

家
族
状
況
別

7.6

6.0

9.9

6.5

7.8

5.7

6.4

39.0

33.3

46.8

37.1

39.0

34.3

39.3

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

内容まで知っている

見聞きしたことがある

①男女共同参画社会

 

4.4

4.3

4.7

7.3

4.7

2.9

4.8

9.3

6.8

12.9

9.7

9.5

14.3

8.9

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

②ジェンダー

 

2.7

3.8

1.2

4.0

2.8

8.6

1.6

18.3

14.1

23.4

21.8

18.4

22.9

17.9

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

③ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）

 

全体(N=410)

男性(n=234)

女性(n=171)

祖父母がいる家庭(n=124)

きょうだいがいる家庭(n=359)

ひとり親家庭(n=35)

共働き家庭(n=313)

性
別

家
族
状
況
別

31.7

29.1

35.7

34.7

30.6

31.4

31.0

31.7

30.3

34.5

28.2

32.3

34.3

33.9

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

内容まで知っている

見聞きしたことがある

④ドメスティック・バイオレンス

（ＤＶ）

 

12.2

10.7

14.6

17.7

10.3

22.9

12.1

24.6

19.7

32.2

23.4

24.8

31.4

25.6

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

⑤デートＤＶ

 

17.1

16.7

18.1

20.2

16.4

31.4

16.0

25.4

29.5

19.9

25.0

26.7

20.0

26.5

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

⑥ＬＧＢＴ

 

（％） 

（％） 
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【５】その他 

１ 自由意見・要望 

問 16 男女共同参画社会になるためには、どうすればよいと思いますか。今までに、あ

なたが困ったり、悩んだりしたことを手がかりに、必要だと思うことや変えていき

たいことを書いてください。また、将来のことなどについて、意見があれば自由に

書いてください。 

 

男女共同参画社会になるために必要と思うことなどを自由記述方式（フリーアンサー）

で尋ねたところ、以下のような意見がみられた。なお、自由記述については、誤字等の修

正を除き、全て原文に基づいて学校別・性別に掲載している。 

 

さぬき南中学校／男子 

・男女の差別をなくし、男女が協力し合ってもっと仲良くすることが必要だと思う。 

・男と女とに分かれないように、平等な社会を作ることが必要だと思う。 

・男だとか女とかに関係なく、その人のやりたいことをやらせてあげればよい。その人の

人生なんだから。 

・男だからといって、大きな荷物を持たされた。 

・男だから、女だからといっているイベントに参加できないということを変えていきたい。 

・相撲は神聖な場所だからといって土俵の上にあがらせないというのはいけないと思う。

夏場所とかいっぱいある中で、女子の相撲をさせないようにせずに、一つぐらいは相撲

をさせてあげたらいいと思う。 

・政治家は男性が多いので、女性の方もたくさん入って男女平等で話しをする。 

・政治にもっと女性の意見を取り入れる。 

・女性の地位が上がっていて、学校での言動が男性に近づいているのを感じた。将来男女

の差がなくなると、昔からのしきたりや慣習が通用しなくなってしまい、伝統がなく

なってしまう気がする。男女が平等になるのは良いことだけれど、伝統も守るれるよう

にしていくべきだと思う。 

・女だからダメとか男だからダメというのはやめたほうがいい。 

・女だから、男だからという考えを見直していくことが必要。 

・祭りは男子や女子とか関係なく、全員が楽しむものなのだから仲間はずれにしない。 

・差別をなくす。 

・今の家庭は女の人が強すぎるから、男の人がケンカをした時に黙っているから、平等だ

とちょうどいい家庭になると思います。 

 

さぬき南中学校／女子 

・服装で、フード付きやズボンが多いだけで、○○ちゃんみたいな服装をしなさいと言わ

れた。 

・男女の距離をちぢめる。 

・性別と心が違う人のことを認めてあげて、すべての人が幸せに暮らせるようにするのが

必要。 
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・人を性別や見た目で判断するのはよくないと思います。本人は頑張りたい、やりたいと

思っていても、そんなことで判断されたらとても嫌です。こんな社会を変えていきたい

と思います。 

・女性だけが家事をしたり、子どもの世話をするという考えをなくしてほしい。 

・女性だからとか、男性だからなどの考えをなくしてほしい。 

・女性が出産や育児で大変な時に、適切な制度が整っている会社が必要。 

・女子だとズボンをはけるのに、男子がスカートをはくことをおかしいと思われる。女子

は髪が短くても何も言われないのに、男子が髪の長いと不潔と言われる。おかしいと思

う。 

・女子だから、「早く帰って来い」などと言われると聞いたことがある。 

・女だから、男だからという考えをなくしたらいいと思う。 

・香川県や四国に獣医師になるための学校がないので作ってほしいと思う。 

・好きな人を探られる。そしてバラされる。 

・好きなことだけでいいんです。 

・家の手伝いとか、女だからといって任せられる。弟は全然しない。 

・家の仕事をよく手伝わされる。 

・まだどこに行っても、「女の子なんやから」を言われることが多いです。特におばちゃ

ん世代の人に言われることが多いです。やはり昔ながらの慣習がまだ残っているのだ

なぁと思います。そういう意見をなくすことは難しいので、男の人がもっと積極的に手

伝ったりするのは良い策だと思います。男女平等というのは今の日本では難しいと思い

ます。おじいちゃんやおばあちゃん世代は、自分たちがそれで育ってきているので大変

だと思います。なので、社会で働いてる人から未来に向けて少しずつ変えて行けばいい

と思います。 

・すぐに怒らないようにする。クールな服を着たいのに、「男の子の服を着るな」と怒ら

れた。 

・お手伝いをしなかったら、女だからと言われて無理やりさせられた。 

・「男だから、女だから」を理由で差別するのはダメだと思う。一人一人の意識を高めて

いくと良いと思った。 

 

志度中学校／男子 

・料理が好きだから、大人になっても料理を作りたいと言ったら、あなたは男だから家事

より仕事をしなさいと言われた。男のくせに泣くなとか男のくせに弱いなど、ちょっと

のことでうるさい。男女に関係なく好きなことをや得意なことで生きていければいいな

と思います。 

・物を運ぶ時に、いとこの女の子が運んでいると男だからという理由で運ばされた。 

・男性も女性も、相手のことを思っての発言や行動をするといいと思う。 

・男性と女性は性別は違うが、他の政治や利用法などは変えたらいけない。 

・男性と女性という壁で分けるのではなく、一人の人間としてみれば男女共同社会になる

と思う。 

・男女関係なく、よりよい生活ができる社会にしてほしい。 

・男女の差別をなくす。男だから、女だからといったものをなくす。 

・男女の差別をなくす。 
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・男女に関係なく、平等に接する。 

・男女に関係なく、祭りや行事に参加したい。 

・男女に関わりなく話したりする。 

・男子も女子も同じと考える。 

・男も女もそんなに変わりはないと思う。 

・男だから、女だからといって男女別にしないほうがいい。 

・男だから、女だからという言葉をなくしたい。 

・性別に関係なく、男女平等に尊重し合う。 

・小さい頃にイジメてしまったことがよくあった。 

・女性も男性に混ざって、何でもすれば良いと思う。 

・女の人とか男の人だけしか働けない仕事をなくして、男女共に仕事をできるようにした

らいいと思います。 

・最近ニュースで子どもが幼稚園に入れなくて、母親が困っているというのを見たことが

あるので、その問題が解決してくれればいいなと思います。 

・差別やイジメをしないようにして、困っている人や悩んでいる人をなくすようにすれば

いいと思います。 

・今まで男女平等ではない仕事に就ける。 

・今の社会は基本的に男性が中心に回っていると思う。もう少し女性の意見を尊重し、平

等な社会を作っていくべきである。男性だからといって、それに制限をかけるのはダメ

だと思う。 

・家事を、男性も女性もみんなで一緒にしたら助かると思う。 

・一人一人が意識を持って生活したらいいと思う。 

・みんな平等。一人一人を尊重する。 

・みんなと遊びに行きたいのに、男１人だからといって行かせてくれなかった。 

・みんなでポスターなどで呼びかける。 

・みんなが平等になるために、自分が好きなことすればいいと思う。そうしないと平等に

はならない。 

・プリクラで、女友達がいないと撮らせてくれない。（男友達だけでは撮らせてくれない） 

・デートなどで、男がお金を出すのが普通と教えられたけど、自分のものは自分で払うよ

うにしてほしい。 

・さぬき市で、もっともっと大きな行事を行い、男女が平等に接し合えるイベントを行う

べきだと思います。 

・こんな変なアンケートをしないで、さぬき市の道路の整備などをしてください。 

 

志度中学校／女子 

・男女関係なく意見が言い合えること。そのために、「女だから、男だから」いう考え方

をやめる。 

・男女が、仕事や家事を自由にすることができるようになればいいと思う。 

・男だから良いとか女だから悪いとかをなくしていきたい。でも、女の人だからできない

ことや、男の人だからできないこともあると思う。そこを強制的にやれとかいうのはや

めてほしい。 

・男だから、女だからということをやめる。 
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・相手が書くのがめんどうな時に、女子がやるのが当然という理由で書かされた。 

・祖父母からよく、「女なんだからもっと～しなさい」とよく言われます。昔の人は普通

に感じていることだと思います。現在の子どもたちに男女共同参画社会を教えるのも良

いと思うけど、お年寄りにも、「今の社会は男女共同参画社会を目指しています」とい

うことを伝えてみてはいかがでしょうか？ 

・政治で男ばかりいて、女性の政治家があまりいない。平等な社会にするために、政治家

の立場も平等がいいと思う。 

・将来、「女のくせに○○もできないのか」と言わないような社会になっていてほしい。 

・女性だから女性らしくしなさいと言われた。 

・女性だからとか男性だからじゃなくて、一人一人が平等になるように法律的なものを決

める。 

・女だから言葉遣いをちゃんとしなさいと言われた。 

・私は言葉使いなどが悪いので、それらを直して行こうと思います。将来子どもを産み、

父親も母親も仕事を続ける。けれど、２人とも帰りが遅くて、子どもたちだけを家に長

時間放っておいてよいのでしょうか？ 

・子どもの理由とかを全然聞いてくれないで、親が怒ってくる。 

・祭りの時に、女性なのに浴衣を着ないのかと言われたことがある。 

・今までさぬき市のプランを知らなかった。しかし、知ったところで何も変わらないと思

う。 

・ＬＢＧＴは、人それぞれだから自由でいいと思う。他の人が誰を好きになろうが、好き

だったら好きでいいと思ったから。 

 

長尾中学校／男子 

・電車の車両を増やして、男性専用の車両を作る。 

・地域で行われる行事に女はダメだと言わずに、男子も女子も参加できるようにしなけれ

ばならない。 

・男性だけや女性だけのイベントや集会はやめたほうがいいと思います。 

・男女平等を呼びかける。 

・男女仲良く話したりして、きずなを深めていく。 

・男女差別をなくす。女子と男子が同じことをしたのに、怒られたのは男子だけだった。 

・男だから女だからという理由をなくす。 

・男だから女だからというものをなくして、協力し合えばよいと思う。 

・男だから泣いてはいけないと言われたことがある。男女差別をなくしてほしい。 

・男だから、女だからということを言わない。 

・相手の意見を尊重する。 

・女性が主に活動する職業だからといって、男性はダメだということをなくす。 

・差別はいけないと自分の中で理解しないといけない。まず、相手のことを思えばイジメ

などは減ると思う。 

・今よりも男と女が仲良くなり、平等な社会になるとよいと思う。 

・一人一人個性があるので、自分が思った通りに生きていったらよいと思う。 

・ちょっとした力仕事は、男女関係なくする。 

・「男は○○」「女は○○」という考えはやめたほうがよい。 
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長尾中学校／女子 

・男女に関係なく、できる活動をやりたい。 

・男だから女だからではなく、みんなが男女平等に生活できるようになるとよいと思う。 

・男だから、女だからという制限をなくす。 

・男だから、女だからというのはよくないと思うので、男女が平等になるようにしなけれ

ばいけないと思います。 

・性別や見た目の違いは個性だと思うので、自分らしく生きることが必要だと思います。

「男だから○○しなさい」とか「女だから○○しなさい」いう考え方は変えていかなけ

ればならないと思う。 

・将来、働きやすい社会にしてほしい。子どもを産める環境にもっとしてほしい。 

・女性だからといって、させてくれない仕事があるような気がする。 

・女だからといって行事に参加させないのはおかしい。男女に関係なく、みんなが行事に

参加すべきである 

・女だからという理由で、獅子舞に参加できなかった。 

・私は授業で、ＤＶやセクハラなどの女性の人権について調べたことがある。その時にも、

「男は仕事、女は家庭」というのはおかしいという記述があった。私もそう思うので勝

手に決めつけるのを改善したら、より良い社会になると思う。 

・私はテレビでＤＶをされたというニュースを聞いたことがあります。親同士の問題なの

に、子どもにまで害が及ぶのはいけないと思いました。ＤＶをされた女性の力では、男

性の力に勝てないのにこんな事があってはいけないと思いました。 

・私は、「女の子なんだから料理しなさい」などと言われます。大人になって、誰もが料

理しなければならない時期が来るのに、なぜ「女の子なんだから」と言われなければい

けないのか？と思ったことがあります。男女共同参画社会になるためには、男の人と女

の人がお互いに支えあったり、助けあったりする必要があると思います。そうすること

で、男女平等な社会が成り立っていくのではないでしょうか。 

・祭りや花火大会を最後まで見たいのに、女の子が夜一人で帰ってくるのは危ないからと、

夜９時までに帰るように言われた。 

・最近は男の人が家事をして、女の人が働けるようなところが増えているので平等で良い

と思いました。 

・差別をしない。 

・高校野球は女だから参加できない。 

・個人個人の能力を否定せずに受けとめる。 

・お姉ちゃんだから我慢しなさいと言われる。 

・イジメがないようにする。 

 

学校性別不明 

・僕はまず働くところから変えていけばよいと思います。なぜなら身近なものだからです。 

・いろいろな人に役立つ。 
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資料１ 集計表 

  

問７ 家庭生活の役割分担（①家の掃除） 

単位：％（以下同様） 

 父
親

母
親

両
親

自
分

男
の
家
族
（

兄
弟

や
祖
父
な
ど
）

女
の
家
族
（

姉
妹

や
祖
母
な
ど
）

そ
の
他
の
人

誰
も
し
な
い
（

す

る
必
要
が
な
い
）

無
回
答

全体（N=410） 5.4 65.4 12.2 2.7 0.2 10.0 1.5 0.2 2.4
父親の仕事別
外で働いている（n=338） 6.2 66.0 13.0 2.1 0.0 9.2 1.2 0.3 2.1
家で働いている（n=25） 4.0 56.0 16.0 8.0 0.0 4.0 8.0 0.0 4.0
農業・林業・漁業をしている（n11） 0.0 45.5 27.3 0.0 0.0 18.2 0.0 9.1 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=11） 0.0 54.5 45.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
その他（n=11） 0.0 63.6 9.1 0.0 9.1 18.2 0.0 0.0 0.0
母親の仕事別
外で働いている（n=325） 5.8 65.5 13.8 1.8 0.0 9.8 0.9 0.3 1.8
家で働いている（n=18） 0.0 66.7 11.1 5.6 0.0 0.0 5.6 0.0 11.1
農業・林業・漁業をしている（n=5） 0.0 40.0 0.0 0.0 0.0 60.0 0.0 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=68） 2.9 73.5 10.3 4.4 0.0 2.9 2.9 0.0 2.9
その他（n=8） 0.0 75.0 0.0 0.0 12.5 0.0 12.5 0.0 0.0  

 

問７ 家庭生活の役割分担（②食事のしたく） 

 父
親

母
親

両
親

自
分

男
の
家
族
（

兄
弟

や
祖
父
な
ど
）

女
の
家
族
（

姉
妹

や
祖
母
な
ど
）

そ
の
他
の
人

誰
も
し
な
い
（

す

る
必
要
が
な
い
）

無
回
答

全体（N=410） 2.2 72.9 8.0 1.5 0.5 11.7 0.7 0.2 2.2
父親の仕事別
外で働いている（n=338） 2.4 74.6 8.6 1.5 0.3 10.1 0.3 0.3 2.1
家で働いている（n=25） 4.0 80.0 4.0 0.0 0.0 4.0 8.0 0.0 0.0
農業・林業・漁業をしている（n11） 0.0 72.7 9.1 9.1 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=11） 9.1 54.5 27.3 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0
その他（n=11） 9.1 63.6 0.0 0.0 9.1 18.2 0.0 0.0 0.0
母親の仕事別
外で働いている（n=325） 1.8 72.3 9.5 1.8 0.3 12.6 0.3 0.0 1.2
家で働いている（n=18） 0.0 83.3 5.6 0.0 0.0 0.0 5.6 0.0 5.6
農業・林業・漁業をしている（n=5） 0.0 60.0 0.0 0.0 0.0 40.0 0.0 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=68） 1.5 79.4 10.3 0.0 0.0 5.9 0.0 0.0 2.9
その他（n=8） 0.0 75.0 0.0 0.0 12.5 0.0 12.5 0.0 0.0  
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問７ 家庭生活の役割分担（③食事のあとかたづけ・食器洗い） 

 父
親

母
親

両
親

自
分

男
の
家
族
（

兄
弟

や
祖
父
な
ど
）

女
の
家
族
（

姉
妹

や
祖
母
な
ど
）

そ
の
他
の
人

誰
も
し
な
い
（

す

る
必
要
が
な
い
）

無
回
答

全体（N=410） 4.9 62.0 8.5 8.5 1.2 12.0 0.5 0.2 2.2
父親の仕事別
外で働いている（n=338） 5.9 61.2 9.5 9.8 1.2 9.8 0.3 0.3 2.1
家で働いている（n=25） 0.0 84.0 4.0 4.0 0.0 4.0 4.0 0.0 0.0
農業・林業・漁業をしている（n11） 0.0 54.5 0.0 18.2 9.1 18.2 0.0 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=11） 36.4 36.4 18.2 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0
その他（n=11） 0.0 54.5 0.0 0.0 9.1 36.4 0.0 0.0 0.0
母親の仕事別
外で働いている（n=325） 5.2 62.5 10.2 8.0 0.9 11.7 0.3 0.0 1.2
家で働いている（n=18） 0.0 83.3 0.0 5.6 5.6 0.0 0.0 0.0 5.6
農業・林業・漁業をしている（n=5） 0.0 80.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=68） 7.4 61.8 7.4 8.8 0.0 10.3 0.0 0.0 4.4
その他（n=8） 0.0 62.5 0.0 12.5 12.5 0.0 12.5 0.0 0.0  
 

問７ 家庭生活の役割分担（④ゴミ出し） 

 父
親

母
親

両
親

自
分

男
の
家
族
（

兄
弟

や
祖
父
な
ど
）

女
の
家
族
（

姉
妹

や
祖
母
な
ど
）

そ
の
他
の
人

誰
も
し
な
い
（

す

る
必
要
が
な
い
）

無
回
答

全体（N=410） 29.0 31.2 11.2 12.2 5.6 7.8 0.7 0.2 2.0
父親の仕事別
外で働いている（n=338） 32.0 30.5 12.1 11.8 4.7 6.5 0.6 0.3 1.5
家で働いている（n=25） 32.0 40.0 12.0 4.0 0.0 8.0 4.0 0.0 0.0
農業・林業・漁業をしている（n11） 9.1 36.4 18.2 18.2 9.1 9.1 0.0 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=11） 27.3 36.4 18.2 9.1 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0
その他（n=11） 18.2 18.2 0.0 9.1 27.3 27.3 0.0 0.0 0.0
母親の仕事別
外で働いている（n=325） 29.5 31.1 12.0 12.3 4.9 8.0 0.6 0.0 1.5
家で働いている（n=18） 27.8 44.4 11.1 0.0 5.6 5.6 0.0 0.0 5.6
農業・林業・漁業をしている（n=5） 20.0 40.0 0.0 0.0 0.0 40.0 0.0 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=68） 30.9 32.4 8.8 16.2 4.4 4.4 1.5 0.0 1.5
その他（n=8） 37.5 12.5 0.0 12.5 25.0 0.0 12.5 0.0 0.0  

 

問７ 家庭生活の役割分担（⑤子どもの世話） 

 父
親

母
親

両
親

自
分

男
の
家
族
（

兄
弟

や
祖
父
な
ど
）

女
の
家
族
（

姉
妹

や
祖
母
な
ど
）

そ
の
他
の
人

誰
も
し
な
い
（

す

る
必
要
が
な
い
）

無
回
答

全体（N=410） 3.7 40.7 36.3 3.2 0.5 5.4 0.2 6.8 3.2
父親の仕事別
外で働いている（n=338） 3.8 38.5 39.1 3.6 0.3 4.4 0.3 7.4 2.7
家で働いている（n=25） 8.0 32.0 48.0 0.0 0.0 8.0 0.0 0.0 4.0
農業・林業・漁業をしている（n11） 0.0 36.4 36.4 0.0 0.0 18.2 0.0 9.1 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=11） 9.1 27.3 45.5 0.0 0.0 0.0 0.0 18.2 0.0
その他（n=11） 0.0 81.8 9.1 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0
母親の仕事別
外で働いている（n=325） 2.5 40.6 39.4 3.4 0.3 4.6 0.3 7.1 1.8
家で働いている（n=18） 0.0 33.3 55.6 0.0 0.0 0.0 0.0 5.6 5.6
農業・林業・漁業をしている（n=5） 0.0 60.0 0.0 0.0 0.0 40.0 0.0 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=68） 2.9 55.9 26.5 1.5 0.0 4.4 0.0 2.9 5.9
その他（n=8） 0.0 50.0 0.0 12.5 12.5 0.0 0.0 12.5 12.5  
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問７ 家庭生活の役割分担（⑥祖父母などお年寄りの世話） 

 父
親

母
親

両
親

自
分

男
の
家
族
（

兄
弟

や
祖
父
な
ど
）

女
の
家
族
（

姉
妹

や
祖
母
な
ど
）

そ
の
他
の
人

誰
も
し
な
い
（

す

る
必
要
が
な
い
）

無
回
答

全体（N=410） 4.6 17.8 22.9 4.9 1.7 3.7 3.4 38.3 2.7
父親の仕事別
外で働いている（n=338） 4.4 17.2 24.0 5.0 1.5 2.7 3.6 39.6 2.1
家で働いている（n=25） 16.0 16.0 24.0 0.0 0.0 0.0 4.0 40.0 0.0
農業・林業・漁業をしている（n11） 9.1 9.1 27.3 9.1 0.0 0.0 9.1 36.4 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=11） 9.1 18.2 27.3 0.0 0.0 0.0 0.0 45.5 0.0
その他（n=11） 0.0 36.4 27.3 0.0 0.0 0.0 9.1 27.3 0.0
母親の仕事別
外で働いている（n=325） 4.3 20.0 23.7 4.9 1.8 4.0 4.0 35.4 1.8
家で働いている（n=18） 5.6 5.6 27.8 11.1 0.0 0.0 0.0 44.4 5.6
農業・林業・漁業をしている（n=5） 20.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 40.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=68） 5.9 13.2 17.6 2.9 1.5 4.4 1.5 48.5 4.4
その他（n=8） 0.0 12.5 37.5 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0  

 

問７ 家庭生活の役割分担（⑦学校行事への参加（授業参観、ＰＴＡ等）） 

 父
親

母
親

両
親

自
分

男
の
家
族
（

兄
弟

や
祖
父
な
ど
）

女
の
家
族
（

姉
妹

や
祖
母
な
ど
）

そ
の
他
の
人

誰
も
し
な
い
（

す

る
必
要
が
な
い
）

無
回
答

全体（N=410） 5.9 60.0 22.4 1.5 0.2 1.7 0.5 5.6 2.2
父親の仕事別
外で働いている（n=338） 6.2 58.9 25.1 0.9 0.0 0.9 0.6 5.3 2.1
家で働いている（n=25） 8.0 60.0 20.0 0.0 0.0 8.0 0.0 4.0 0.0
農業・林業・漁業をしている（n11） 0.0 81.8 9.1 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=11） 0.0 81.8 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0
その他（n=11） 9.1 45.5 9.1 0.0 9.1 0.0 0.0 27.3 0.0
母親の仕事別
外で働いている（n=325） 4.9 60.9 24.9 1.8 0.3 1.2 0.6 3.7 1.5
家で働いている（n=18） 0.0 72.2 5.6 0.0 0.0 5.6 0.0 11.1 5.6
農業・林業・漁業をしている（n=5） 0.0 80.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=68） 4.4 64.7 16.2 0.0 0.0 1.5 1.5 8.8 2.9
その他（n=8） 12.5 25.0 25.0 0.0 0.0 12.5 0.0 25.0 0.0  

 

問８ 家事を手伝う頻度（①食事のしたく） 

 よ
く
し
て
い
る

時
々
し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
な
い
（

す
る

必
要
が
な
い
）

無
回
答

全体（N=410） 12.9 56.1 26.1 3.7 1.2
父親の仕事別
外で働いている（n=338） 12.4 56.5 25.7 4.1 1.2
家で働いている（n=25） 16.0 56.0 28.0 0.0 0.0
農業・林業・漁業をしている（n11） 18.2 45.5 36.4 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=11） 0.0 63.6 27.3 9.1 0.0
その他（n=11） 18.2 54.5 27.3 0.0 0.0
母親の仕事別
外で働いている（n=325） 13.2 55.7 26.2 4.0 0.9
家で働いている（n=18） 5.6 55.6 33.3 0.0 5.6
農業・林業・漁業をしている（n=5） 0.0 40.0 60.0 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=68） 19.1 50.0 27.9 1.5 1.5
その他（n=8） 0.0 62.5 37.5 0.0 0.0



38 

 

問８ 家事を手伝う頻度（②食事のあとかたづけ・食器洗い） 

 よ
く
し
て
い
る

時
々
し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
な
い
（

す
る

必
要
が
な
い
）

無
回
答

全体（N=410） 17.1 54.6 23.9 3.4 1.0
父親の仕事別
外で働いている（n=338） 16.9 52.7 25.7 3.8 0.9
家で働いている（n=25） 16.0 56.0 28.0 0.0 0.0
農業・林業・漁業をしている（n11） 36.4 45.5 18.2 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=11） 0.0 45.5 45.5 9.1 0.0
その他（n=11） 9.1 72.7 18.2 0.0 0.0
母親の仕事別
外で働いている（n=325） 15.4 56.0 24.3 3.7 0.6
家で働いている（n=18） 27.8 38.9 27.8 0.0 5.6
農業・林業・漁業をしている（n=5） 20.0 40.0 40.0 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=68） 17.6 50.0 29.4 1.5 1.5
その他（n=8） 37.5 37.5 25.0 0.0 0.0  

 

問８ 家事を手伝う頻度（③洗濯） 

 よ
く
し
て
い
る

時
々
し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
な
い
（

す
る

必
要
が
な
い
）

無
回
答

全体（N=410） 10.5 37.3 46.6 4.4 1.2
父親の仕事別
外で働いている（n=338） 10.4 35.2 48.2 5.0 1.2
家で働いている（n=25） 8.0 52.0 40.0 0.0 0.0
農業・林業・漁業をしている（n11） 9.1 27.3 63.6 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=11） 9.1 36.4 45.5 9.1 0.0
その他（n=11） 0.0 63.6 36.4 0.0 0.0
母親の仕事別
外で働いている（n=325） 10.5 37.8 46.2 4.6 0.9
家で働いている（n=18） 16.7 33.3 44.4 0.0 5.6
農業・林業・漁業をしている（n=5） 0.0 20.0 80.0 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=68） 10.3 41.2 44.1 2.9 1.5
その他（n=8） 25.0 37.5 37.5 0.0 0.0  

 

問８ 家事を手伝う頻度（④そうじ） 

 よ
く
し
て
い
る

時
々
し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
な
い
（

す
る

必
要
が
な
い
）

無
回
答

全体（N=410） 17.6 61.7 17.8 2.0 1.0
父親の仕事別
外で働いている（n=338） 16.9 60.7 19.5 2.1 0.9
家で働いている（n=25） 28.0 60.0 12.0 0.0 0.0
農業・林業・漁業をしている（n11） 18.2 63.6 18.2 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=11） 18.2 81.8 0.0 0.0 0.0
その他（n=11） 27.3 72.7 0.0 0.0 0.0
母親の仕事別
外で働いている（n=325） 18.2 61.8 17.5 1.8 0.6
家で働いている（n=18） 16.7 50.0 27.8 0.0 5.6
農業・林業・漁業をしている（n=5） 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=68） 13.2 69.1 14.7 1.5 1.5
その他（n=8） 37.5 37.5 25.0 0.0 0.0  
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問８ 家事を手伝う頻度（⑤ごみ出し） 

 よ
く
し
て
い
る

時
々
し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
な
い
（

す
る

必
要
が
な
い
）

無
回
答

全体（N=410） 14.4 25.6 52.2 6.6 1.2
父親の仕事別
外で働いている（n=338） 14.2 25.7 52.4 6.5 1.2
家で働いている（n=25） 4.0 32.0 60.0 4.0 0.0
農業・林業・漁業をしている（n11） 18.2 18.2 63.6 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=11） 9.1 36.4 36.4 18.2 0.0
その他（n=11） 18.2 27.3 45.5 9.1 0.0
母親の仕事別
外で働いている（n=325） 15.1 25.5 52.3 6.2 0.9
家で働いている（n=18） 0.0 16.7 72.2 5.6 5.6
農業・林業・漁業をしている（n=5） 0.0 20.0 80.0 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=68） 14.7 23.5 50.0 8.8 2.9
その他（n=8） 12.5 37.5 37.5 12.5 0.0  

 

問８ 家事を手伝う頻度（⑥ペットや植物の世話） 

 よ
く
し
て
い
る

時
々
し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
な
い
（

す
る

必
要
が
な
い
）

無
回
答

全体（N=410） 28.3 26.3 18.0 26.1 1.2
父親の仕事別
外で働いている（n=338） 27.8 25.7 19.5 26.0 0.9
家で働いている（n=25） 40.0 28.0 12.0 20.0 0.0
農業・林業・漁業をしている（n11） 45.5 18.2 18.2 18.2 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=11） 18.2 36.4 9.1 36.4 0.0
その他（n=11） 36.4 18.2 18.2 27.3 0.0
母親の仕事別
外で働いている（n=325） 28.0 25.8 19.4 26.2 0.6
家で働いている（n=18） 38.9 22.2 5.6 27.8 5.6
農業・林業・漁業をしている（n=5） 60.0 40.0 0.0 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=68） 36.8 26.5 10.3 25.0 1.5
その他（n=8） 25.0 37.5 12.5 25.0 0.0  

 

問８ 家事を手伝う頻度（⑦きょうだいの世話） 

 よ
く
し
て
い
る

時
々
し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
な
い
（

す
る

必
要
が
な
い
）

無
回
答

全体（N=410） 16.3 20.5 22.4 39.0 1.7
父親の仕事別
外で働いている（n=338） 16.0 20.1 23.4 39.3 1.2
家で働いている（n=25） 12.0 28.0 24.0 36.0 0.0
農業・林業・漁業をしている（n11） 18.2 0.0 18.2 63.6 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=11） 27.3 0.0 18.2 45.5 9.1
その他（n=11） 0.0 18.2 9.1 72.7 0.0
母親の仕事別
外で働いている（n=325） 16.9 20.6 23.4 37.8 1.2
家で働いている（n=18） 11.1 16.7 16.7 50.0 5.6
農業・林業・漁業をしている（n=5） 20.0 20.0 40.0 20.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=68） 19.1 22.1 17.6 38.2 2.9
その他（n=8） 12.5 25.0 25.0 37.5 0.0  
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問８ 家事を手伝う頻度（⑧家の仕事の手伝い（農作業など）） 

 よ
く
し
て
い
る

時
々
し
て
い
る

し
て
い
な
い

し
な
い
（

す
る

必
要
が
な
い
）

無
回
答

全体（N=410） 7.1 21.7 26.1 43.4 1.7
父親の仕事別
外で働いている（n=338） 5.6 22.8 26.6 44.1 0.9
家で働いている（n=25） 12.0 12.0 40.0 36.0 0.0
農業・林業・漁業をしている（n11） 27.3 27.3 27.3 18.2 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=11） 9.1 18.2 9.1 54.5 9.1
その他（n=11） 18.2 27.3 9.1 45.5 0.0
母親の仕事別
外で働いている（n=325） 5.8 23.1 26.8 43.1 1.2
家で働いている（n=18） 11.1 22.2 27.8 33.3 5.6
農業・林業・漁業をしている（n=5） 40.0 20.0 40.0 0.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=68） 4.4 14.7 22.1 57.4 1.5
その他（n=8） 37.5 0.0 25.0 37.5 0.0  

 

問 12 望ましい女性の働き方 

 子
ど
も
が
産
ま
れ
て

も
、

育
児
を
し
な
が

ら
、

ず
っ

と
仕
事
を

続
け
る

子
ど
も
が
産
ま
れ
た

ら
、

育
児
の
た
め
に

仕
事
を
や
め
、

子
ど

も
が
大
き
く
な
っ

た

ら
再
び
仕
事
を
す
る

子
ど
も
が
産
ま
れ
た

ら
、

育
児
の
た
め
に

仕
事
を
や
め
る

結
婚
す
る
ま
で
は
仕

事
を
す
る

女
性
は
仕
事
を
し
な

い
ほ
う
が
よ
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体（N=410） 21.7 48.8 3.9 2.0 0.7 21.5 1.5
父親の仕事別
外で働いている（n=338） 21.6 50.3 4.1 1.8 0.3 20.7 1.2
家で働いている（n=25） 24.0 32.0 8.0 0.0 0.0 32.0 4.0
農業・林業・漁業をしている（n11） 18.2 36.4 0.0 9.1 0.0 36.4 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=11） 0.0 45.5 0.0 9.1 0.0 36.4 9.1
その他（n=11） 18.2 36.4 0.0 9.1 9.1 27.3 0.0
母親の仕事別
外で働いている（n=325） 23.7 51.7 2.2 1.8 0.3 19.4 0.9
家で働いている（n=18） 16.7 27.8 11.1 0.0 0.0 33.3 11.1
農業・林業・漁業をしている（n=5） 20.0 40.0 0.0 20.0 0.0 20.0 0.0
家にいて家事や育児をしている（n=68） 13.2 36.8 8.8 2.9 1.5 32.4 4.4
その他（n=8） 25.0 37.5 12.5 12.5 0.0 12.5 0.0  
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資料２ 調査票 

  

第２次さぬき市男女共同参画プラン（後期計画） 

中学生アンケート 

～ご協力のお願い～ 

みなさん、こんにちは。 

さぬき市では、「自分らしく、ともにいきいきと生きることができるまち」の実現を  

目指して取り組んでいます。 

このアンケートは、さぬき市の中学校に通う皆さんが日ごろから思っていること、行っ

ていることなどについて知り、これからの男女共同参画づくりに役立てることを目的と

しています。 

調査は、誰が記入したのか分からないよう無記名で行いますので、安心して思ったこと

を記入してください。 

回答へのご協力をよろしくお願いします。 

 

平成２９年８月 

さぬき市長 大山 茂樹 

 

 

記入にあたってのお願い 

１ この調査票に黒の鉛筆又はボールペンで記入してください。 

２ 番号を選ぶ質問は、番号に○をつけ、書くところがある質問では（  ）内に書き

込んでください。 

３ 書き終わったら、封筒に入れ、封をして担任の先生に提出してください。 
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問１ あなたの性別をお答えください。（○印１つ） 

１ 男性 ２ 女性 

 

問２ あなたが通っている学校はどこですか。（○印１つ） 

１ さぬき南中学校 ２ 志度中学校 ３ 長尾中学校 

 

問３ あなたと同居している家族を教えてください。（仕事の関係などで離れて暮らす人も含む。）（あ

てはまるものすべてに○） 

１ 父親 ４ 祖母 

２ 母親 ５ きょうだい 

３ 祖父 ６ その他の人（             ） 

 

問４ あなたの父親、母親の仕事を教えてください。（あてはまるものすべてに○） 

①父親 

１ 外で働いている（会社員、公務員、店・工場・事務所等に務めている） 

２ 家で働いている（家で経営している店・工場・事務所等で働いている） 

３ 農業・林業・漁業をしている 

４ 家にいて家事や育児をしている 

５ その他（                                     ） 

 

②母親 

１ 外で働いている（会社員、公務員、店・工場・事務所等に務めている） 

２ 家で働いている（家で経営している店・工場・事務所等で働いている） 

３ 農業・林業・漁業をしている 

４ 家にいて家事や育児をしている 

５ その他（                                    ） 
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問５ あなたは、次の①から⑦までの項目について、どのように思いますか。（○印１つずつ） 

 

賛
成 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
賛
成 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
反
対 

反
対 

①「男は男らしく、女は女らしく」という価値観や考え方 １ ２ ３ ４ 

②家事や育児は女性の仕事である １ ２ ３ ４ 

③女性は男性に従うべきだ １ ２ ３ ４ 

④結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちら

でもよい 
１ ２ ３ ４ 

⑤夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである 

（「男は仕事、女は家庭」という考え方） 
１ ２ ３ ４ 

⑥結婚しても、必ずしも子どもを持つ必要はない １ ２ ３ ４ 

⑦男性は、もっと家事や育児、介護などの家庭生活に参加する

べきである 
１ ２ ３ ４ 

 

問６ あなたは、次の分野で、男女は平等になっていると思いますか。①から⑦までの項目についてお

答えください。（○印１つずつ） 

 

男
性
の
方
が 

非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性 

の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
に
な
っ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性 

の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が 

非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

①家庭生活では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

②学校生活では（授業・部活など） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③地域活動では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

④政治の場では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑤法律や制度の上では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑥しきたりや慣習では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑦社会全体としては １ ２ ３ ４ ５ ６ 
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問７ あなたの家庭では、次の①から⑦までの項目を、誰が行っていますか。最もよく行っている人を

お答えください。（○印１つずつ） 

 

父
親 

母
親 

両
親 

自
分 

男
の
家
族
（
兄
弟
や 

祖
父
な
ど
） 

女
の
家
族
（
姉
妹
や 

祖
母
な
ど
） 

そ
の
他
の
人 

誰
も
し
な
い
（
す
る 

必
要
が
な
い
） 

①家の掃除 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

②食事のしたく １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

③食事のあとかたづけ・食器洗い １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

④ゴミ出し １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

⑤子どもの世話 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

⑥祖父母などお年寄りの世話 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

⑦学校行事への参加（授業参観、ＰＴＡ等） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

 

問８ あなたは、次の①から⑧までの項目について、家の中でお手伝いをどれくらいしますか。 

（○印１つずつ） 

 

よ
く
し
て
い
る 

時
々
し
て
い
る 

し
て
い
な
い 

し
な
い
（
す
る 

必
要
が
な
い
） 

①食事のしたく １ ２ ３ ４ 

②食事のあとかたづけ・食器洗い １ ２ ３ ４ 

③洗濯 １ ２ ３ ４ 

④そうじ １ ２ ３ ４ 

⑤ごみ出し １ ２ ３ ４ 

⑥ペットや植物の世話 １ ２ ３ ４ 

⑦きょうだいの世話 １ ２ ３ ４ 

⑧家の仕事の手伝い（農作業など） １ ２ ３ ４ 
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問９ あなたは、まわりの人から「男だから○○しなさい」や「女だから○○しなさい」と言われたこ

とがありますか。（○印１つ） 

１ よく言われる 

２ ときどき言われる 

３ あまり言われない ---- →問 11 へお進みください 

４ 言われたことはない -- →問 11 へお進みください 

 

問 10 【問９で「１」「２」と答えた方におたずねします】 

どのようなことについて言われたことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

１ ことばづかい ９ テレビ番組 

２ 服装や身だしなみ 10 友達関係 

３ 整理整とん 11 家に帰る時刻 

４ お手伝い 12 スポーツ 

５ 食事のしかた 13 お金の使い方 

６ 座り方 14 泣いた時 

７ 歩き方 15 その他（            ） 

８ 勉強 

 

問 11 あなたの希望する進学は次のうちどれですか。（○印１つ） 

１ 中学校まで ５ 文系大学（４年制）まで 

２ 高校まで ６ 理系大学（４年制）まで 

３ 専門学校・各種学校まで ７ 大学院（６年制大学含む）まで 

４ 短期大学まで ８ その他（              ） 

 

問 12 あなたは、どのような女性の働き方が望ましいと思いますか。（○印１つ） 

１ 子どもが産まれても、育児をしながら、ずっと仕事を続ける 

２ 子どもが産まれたら、育児のために仕事をやめ、子どもが大きくなったら再び仕事をする 

３ 子どもが産まれたら、育児のために仕事をやめる 

４ 結婚するまでは仕事をする 

５ 女性は仕事をしないほうがよい 

６ わからない 
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問 13 あなたが、困っているときに悩みを相談できる人は誰ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１ 担任の先生 ７ 父親・母親 

２ 保健室やカウンセラーの先生 ８ 祖父母 

３ 部活動・クラブの先生 ９ きょうだいなどの家族 

４ その他の先生 10 近所の人、地域の知り合い 

５ 友達 11 その他（              ） 

６ 先輩・後輩 12 いない 

 

問 14 あなたは、異性から、次の①から⑦までの項目について、したり、されたり、自分のまわりで

見聞きしたりしたことがありますか。（それぞれあてはまるものすべてに○） 

 

し
た
か
も
し
れ
な
い 

さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い 

見
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
る 

な
い 

①メールやＬＩＮＥなどの返信が遅いと怒る １ ２ ３ ４ 

②メールやＬＩＮＥなどの中身を勝手に見たり、消し

たりする 
１ ２ ３ ４ 

③誰とどこにいたのか、しつこく聞く １ ２ ３ ４ 

④友人とのつきあいを制限する １ ２ ３ ４ 

⑤デートの費用やお金を無理やり出させる １ ２ ３ ４ 

⑥嫌がっているのに、性的な行為をしようとする １ ２ ３ ４ 

⑦たたく、ける、物を投げる １ ２ ３ ４ 
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問 15 あなたは、次の言葉の意味を知っていますか。（○印１つずつ） 

 

内
容
ま
で 

知
っ
て
い
る 

見
聞
き
し
た 

こ
と
が
あ
る 

知
ら
な
か
っ
た 

①男女共同参画社会 

性別にかかわりなく、一人ひとりの個性を尊重し、個人の能力を十分

に発揮することができる社会のこと。 

１ ２ ３ 

②ジェンダー 

しきたりや慣習など、社会的、文化的につくられた「男らしさ」   

「女らしさ」という性別に関する意識。 

１ ２ ３ 

③ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

「仕事」と「仕事以外の生活（育児や介護、趣味、学習、地域活動等）」

とのバランスを取り、その両方を充実させる働き方、生き方のこと。 

１ ２ ３ 

④ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ） 

夫婦や恋人などの親密な関係にある（あった）パートナーからの暴力

のこと。（夫婦には、婚姻届を出していない事実婚や同性婚を含む。） 
 

身体的暴力 殴る、蹴る、首を絞める、髪を引っ張る など 

精神的暴力 
大声で怒鳴る、無視する、 

大切にしているものを壊す など 

経済的暴力 
生活費を渡さない、 

外で働くことを邪魔する など 

性的暴力 
性行為を強要する、避妊に協力しない、 

妊娠・中絶を強要する など 

社会的隔離 
勝手にメールなどを見る、 

家族や友人との付き合いを制限する など 

子どもを巻き 

込んだ暴力 

子どもに暴力を見せる、 

子どもの前でパートナーをバカにする など 

１ ２ ３ 

⑤デートＤＶ 

一緒に暮らしていない恋人同士などの間で起こるドメスティック・ 

バイオレンス（ＤＶ）のこと。 

１ ２ ３ 

 

続く 
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内
容
ま
で 

知
っ
て
い
る 

見
聞
き
し
た 

こ
と
が
あ
る 

知
ら
な
か
っ
た 

⑥ＬＧＢＴ 

次の４つの頭文字から表現した言葉で、性の多様性を表す。 

「セクシュアルマイノリティ」とも呼ばれ、Ｌ、Ｇ、Ｂ、Ｔ以外の    

人たちもいる。 
 

Ｌ（レズビアン） 女性の同性愛者 

Ｇ（ゲイ） 男性の同性愛者 

Ｂ（バイセクシュアル） 両性愛者 

Ｔ（トランスジェンダ－） からだとこころの性が一致しない人 

１ ２ ３ 

 

問 16 男女共同参画社会になるためには、どうすればよいと思いますか。今までに、あなたが困った

り、悩んだりしたことを手がかりに、必要だと思うことや変えていきたいことを書いてください。

また、将来のことなどについて、意見があれば自由に書いてください。 

（例：祭りに参加したいのに、女だからという理由で参加させてもらえなかった。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ご協力ありがとうございました～ 
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